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研究成果の概要（和文）：自閉スペクトラム症（ASD: Autism Spectrum Disorders）を有する小児及び保護者に
対し、家庭環境における母子相互作用の促進を目標とし、家庭内母子相互作用の遠隔支援を、同一の包括的母子
支援プログラムとして開発することを目的とした。2019年度は3組の母子に対して6ヶ月間に及ぶ介入を行った。
2020年度から2021年度は、20組以上の母子に対し、遠隔で短期集中型（1ヶ月間）ワークショップを実施した。
包括的母子支援プログラムの開発は完了し、長期型では保護者の育児ストレス・不安を低減させるとともに、
ASD児の行動問題の減少を促すことが可能なことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The goal of the project was to develop the same comprehensive mother-child 
support program for children and parents with Autism Spectrum Disorders (ASD: Autism Spectrum 
Disorders), with the goal of promoting mother-child interaction in the home and remote support for 
mother-child interaction. in 2019, 3 pairs of mothers and children were provided with a 6-month 
intervention; from 2020 to 2021, short, intensive (1-month) workshops were conducted remotely for 
more than 20 pairs of mothers and children. The development of a comprehensive mother-child support 
program was completed, suggesting that the long-term model can reduce parenting stress and anxiety 
of parents and promote a decrease in behavioral problems in ASD children.

研究分野： 小児神経学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ASD児と保護者への支援方法の確立は社会的要請がある．本研究では、子どもの視点に立った支援プログラムで
ある早期支援デンバーモデルや早期高密度行動介入を参考に家庭と診察室をつなぎ遠隔で可能な支援プログラム
を独自に作成した。プログラムの効果を検証した結果、短期間のプログラムでも母親の育児不安への軽減に効果
を認めたことは学術的意義が高い。
海外の遠隔治療介入研究では，ランダム化比較試験の結果、有効性が示されている．他方，我が国では，遠隔発
達支援の臨床試験は少ない．遠隔支援によって保護者の距離的、時間的負担を軽減し診療コスト軽減にも寄与す
可能性があり社会的意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
母子それぞれの視点を含む双方向的な支援プログラムの不在：高い有病率（68 人に 1 人; 
Christensen et al., 2016）を示す自閉症スペクトラム障害児（以下、ASD 児）とその保護者へ
の支援方法の確立は、極めて高い社会的要請がある。子どもの視点に立った支援プログラムでは、
早期支援デンバーモデル（ESDM; Dawson et al., 2010）や早期高密度行動介入（EIBI; Eldevik 
et al., 2009）などの支援プログラムを適用することにより、ASD 児の社会性・知的発達を促進
できることが、高いエビデンスレベルで報告されている。また、保護者の子どもとの関わり技術
を向上させることにより、子どもの社会性・知的発達を促進できることも報告されている（Siller 
et al., 2014）。一方、保護者の視点に立った支援プログラムでは、心理教育（Schultz et al., 
2011）、アクセプタンス＆コミットメントセラピー（Blackledge & Hayes）、マインドフルネスに
基づくプログラム（Rayan & Ahmad, 2016）を適用することにより ASD 保護者におけるストレス
や否定的気分の低下、自己肯定感の増加が報告されている。しかし、自閉症児の母子双方の視点
にたった包括的な支援プログラムはこれまでにない。子どもの社会コミュニケーション技術の
向上と保護者の精神的健康の向上、そして両者の社会的相互作用の向上を包括的に支援可能な
プログラムの開発、効果検証及び支援者の職種に応じた支援プログラムのカスタマイズによる
社会実装は可能か？検証することが必要である。 
 
２．研究の目的 
（１）ワークショップによる ASD 児保護者の育児不安・ストレス軽減 
（２）対面コンサルテーションによる保護者の ASD 児支援技術習得（ASD 児の社会コミュニケー
ション発達促進） 
（３）行動観察アプリケーションを活用した家庭内母子相互作用の遠隔支援 
（４）（１）〜（３）を包括的支援プログラムとして完成させ、様々な職種の支援者が運用可能
なプログラムとして、職種や施設に応じてプログラムをカスタマイズし、社会実装を進める。 
 
３．研究の方法 
（１）第１期研究参加母子の募集：獨協医科大学埼玉医療センター子どものこころ診療センター
にて研究リーフレットの配布、口頭での説明などを通して自閉スペクトラム症のある未就学〜
小学校の児とその保護者 20 組を募集する。 
（２）保護者に対する事前検査の実施：育児ストレスは PSI 育児ストレスインデックス、抑う
つはベック抑うつ尺度（BDI-II）、Quality of Life は WHO QOL26、精神保健は日本語版 GHQ28 
を用いて評価する。また、AQ（日本語版スペクトラム指数）質問紙にも記入してもらい、保護者
の自閉症傾向を測定する。 
（３）参加児の診断及び事前検査の実施：アメリカ精神医学会発行の DSM-V（APA, 2013）を用
いて ASD の診断をすると共に、半構造化面接である広汎性発達障害日本自閉症協会評定尺度
（PARS）及び行動観察評定である小児自閉症評定尺度（CARS）を用い、自閉症重症度を算出する。
全般的な発達は新版 K 式発達検査 2001 により評価する。また行動問題は子どもの行動チェッ
クリスト（CBCL）、言語発達は日本語版マッカーサー乳幼児言語発達質問紙（J-CDI）・PVT-R 絵
画語い発達検査を組み合わせて評価する。 
（４）ワークショップ：１ヶ月間、週に１回（合計４回）のワークショップを実施する。保護者
の育児不安・ストレスの低減を目標とし、楽観的思考訓練（Seligman, 1998）を改編し、「困難
な状況と関連する独り言の同定」「ネガティブ思考を妨害する気晴らし」「悲観的思考から楽観/
生産的思考への置換」「独り言の認知・修正スキルの実践」の課題構成とする。ワークショップ
期間中には宿題を提出していただく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（５）対面コンサルテーション：１ヶ月間、週に１回（合計４回）のコンサルテーションを実施
する。保護者の子どもに対する支援技術の習得を目標とし、機能的コミュニケーシ ョン訓練
（Durand, 1999）を改編し、「適切行動の即時強化」「環境の整備」「指示の出し方」「標的行動の
設定」の課題構成とする。コンサルテーション期間中には支援者による関わり技術のモデリング、
保護者へのパフォーマンスフィードバックを実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（６）遠隔支援：４ヶ月間、２週間に１回（合計８回）の遠隔支援を実施する。家庭内母子相互
作用の改善を目標とし、家庭で保護者が行動観察アプリケーションを用いて撮影した母子相互
作用の映像データを基に、遠隔支援を実施する。自発的な母子間の笑顔、アイコンタクトを増や
すため、インターネットを介して「随伴模倣」「子どもの好きなおもちゃを選ぶ」「注意を引いて
からの指示」などの項目に対し、フィードバックする。各項目について、映像データを基に観察
者間の一致率を算出する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
本研究では、自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorders）を有する小児、及び保護者に
対し、家庭環境における母子相互作用の促進を目標とし、保護者の育児ストレス・不安を低減さ
せるワークショップ、自閉症スペクトラム障害児の社会的コミュニケーション発達を促す保護
者へのコンサルテーション、及び行動観察アプリケーションを活用した家庭内母子相互作用の
遠隔支援を、同一の包括的母子支援プログラムとして開発し、その効果を各種標準化検査及び行
動データから検証することを目的としていた。 
（１）第 1 期：2019 年度には 3 組の母子に対して 6 ヶ月間に及ぶ集中的な介入を対面・遠隔を
組み合わせながら行なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
結果：ビデオアプリを利用することにより、家庭内のより自然体の母子相互作用の観察が可能で
あった。6か月集中型では、参加した母親の抑うつ尺度の優位な改善が認められた。保護者の育
児ストレス・不安を低減させるとともに、ASD 児の行動問題の減少及び社会的コミュニケーショ
ンを促すことは可能なことが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）第２期：2020 年度から 2021 年度にかけて、16 組以上の母子に対し、遠隔で短期集中型
（１ヶ月間）ワークショップを実施した。包括的母子支援プログラムの開発は完了した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



結果：1か月間の短期型では、子どもの行動変容の標的を限定的にすると良いかもしれない （食
事、睡眠、排泄それぞれに特化するなど）と考えられた。居住地域で利用可能な託児サービスと
連携する必要（自宅で子育てしながらの遠隔参加は大変）が考えられた。グループでズームを使
用し介入をする場合、「一体感」（参加者同士での笑顔の共有）を得ることが場面によって難しく、
保護者の精神的健康については影響する点について配慮が必要であった。以上の結果から、遠隔
支援は、保護者の距離的、時間的な負担を軽減し、より短期間に有効な発達支援、保護者への養
育負担の軽減を認められる可能性があった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
結論：今後、遠隔支援をより積極的に用いる支援方法の開発が必要と考えた。母子相互作用促進
プログラムの社会実装に関するコストベネフィット分析を考慮しながら、持続可能な支援プロ
グラムを運用していくことの重要性が示唆された。 
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